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＜ 展 示 ＞

資料見学会「廣井 勇」

１．資料見学会「廣井 勇」の開催について

２０１８年９月３日、札幌農学校第２期生で後に教授も務めた廣井勇（ひろい いさみ）の

出身地である高知県から「廣井勇を顕彰する会」（会長：岡村甫氏）の北海道視察団（参

加者１９名、（株）テレビ高知等の撮影同行者を含む）が来館された。大学文書館では、廣井

勇にまつわる資料３８点（札幌農学校簿書１０点、沿革資料１５点、写真パネル１３点）を会議室

に展示し、資料見学会を実施した。

２．資料見学会「廣井 勇」解説

�．札幌農学校への入学
廣井勇は札幌農学校第２期生として最年少で入学した。同期には新渡戸稲造、宮部金吾、

南鷹次郎（この３名は後、共に教授となる）、内村鑑三らがいた。工学分野はＷ．ホィーラー

やＣ．Ｈ．ピーボディらが教授した。廣井の受講ノートは非常に几帳面で情報量が多い。在

学時から学校の花園・樹木園計画図の作成を任されるなど、工学分野での才能を発揮して

いた。

�．アメリカ・ドイツ留学
卒業後、廣井は開拓使・内務省に就業するが、間もなく辞してアメリカへ渡った。アメ

リカではミシシッピ川治水、鉄道敷設、橋梁設置などの現場で技術者としての経験を積ん

だ。在米中に札幌農学校助教就任とドイツ留学が決まり、ドイツの大学で土木工学等を学

んだ。留学先からは、札幌農学校を“Sapporo Polytechnic Institute”（札幌技術専門大学）

とするべきと書き送った。ドイツでは博士号を取らず、“Bauingenieur”（土木技術者）の

資格を取得した。

�．札幌農学校教授として
帰国後、廣井は札幌農学校工学科の教授を務めた。また北海道庁技師を兼務し、小樽築

港や函館港の工事を担当した。在任中、校名を「札幌農工学校」と改称することを提言す

るなどしたが、工学科の廃止、兼務する技師の仕事の増加などにより札幌農学校教授の職

を辞した。

�．廣井勇アラカルト
後、廣井は東京帝国大学教授となり北海道とは縁が薄くなったが、札幌農学校在学時代

の先輩・同期たちとの交友は晩年まで続いた。
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３．廣井勇略年譜

１８６２年 ０歳 ９月、現在の高知県高岡郡佐川町に、高知藩士廣井喜十郎の長男として

生まれる

１８７２年 １０歳 上京し叔父片岡利和（侍従、後に貴族院議員）の書生となる

１８７４年 １２歳 ３月、東京外国語学校英語科に入学、同年中に工部大学校予科に転学

１８７７年 １５歳 ９月、札幌農学校に入学（第２期生）

１８７８年 １６歳 ６月、函館メソジスト教会宣教師Ｍ．Ｃ．ハリスから受洗

１８８１年 １９歳 ７月、札幌農学校を卒業、開拓使民事局勧業課に就業

１１月、煤田開採事務係鉄路科に勤務

１８８２年 ２０歳 １１月、工部省に就業、翌年３月から鉄道局に勤務

１８８３年 ２１歳 １２月、職を辞しアメリカへ渡る

１８８４年 ２２歳 １月、アメリカ政府ミシシッピ河改良工事雇員

９月、シー・シェラー・スミス（C. Shaler Smith）工事事務所技手に就

業、橋梁設計担当

１８８６年 ２４歳 １月、ノーフォーク・アンド・ウェスタン鉄道会社技手に就業

９月、エッジムーア（Edgemoor）・ブリッジ会社技手に就業

１８８７年 ２５歳 ４月、札幌農学校助教に就任、ドイツ留学

９月、ドイツ・カールスルーエ工科大学に入学

１８８８年 ２６歳 ９月、ドイツ・シュトゥットガルト大学に入学

１０月、ニューヨークで著書“Plate Girder Construction”を刊行

１８８９年 ２７歳 ４月、ドイツで土木技術者（Bauingenieur）の資格を取得

７月、帰国

９月、札幌農学校教授に就任

１８９０年 ２８歳 ２月、北海道炭礦鉄道会社鉄道工事計画取扱

１０月、北海道庁技師

１８９６年 ３４歳 ６月、函館港改良工事監督

１８９７年 ３５歳 ４月、小樽築港事務所長

８月、札幌農学校教授を辞職

１８９８年 ３６歳 １０月、著書『築港』を刊行

１８９９年 ３７歳 ４月、工学博士号を取得

９月、東京帝国大学工科大学教授に就任

１９０８年 ４６歳 ６月、北海道庁技師を辞職

１９１９年 ５７歳 ６月、東京帝国大学教授を辞職、翌２月に名誉教授

１９２７年 ６５歳 ５月、著書『日本築港史』を刊行

１９２８年 ６６歳 １０月１日、逝去
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４．陳列資料目録

Ⅰ．札幌農学校への入学

Ⅰ―１ 廣井勇の札幌農学校入校証書（１８７７年７月２日）

札幌農学校簿書（札農／２０１６／００６２―３）

廣井勇は１８７７年９月に札幌農学校第２期生として入学した。同期には内村鑑三、新渡戸稲造、宮
部金吾、南鷹次郎らがいた。

Ⅰ―２ 廣井勇肖像（１８７７年８月）

沿革写真（北大人物Ｂ―５）

札幌農学校入学時１４歳は最年少だった。
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Ⅰ―３ 入校許可生徒姓名等届出（１８７７年７月１２日）

札幌農学校簿書（札農／２０１６／００５１）

第２期生には、東京大学予備門から１１名、工部大学校予科から廣井勇ら５名が入学した。

Ⅰ―４ 札幌農学校の校舎

沿革写真（１２５―００８）

左から、演武場（現在の札幌市時計台）、寄宿舎。

資料見学会「廣井 勇」
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Ⅰ―５ 廣井勇が受講したＷ．Ｐ．ブルックス講義「農学１」（１８７７―７９年）

受講ノート（００２３）

Ⅰ―６ 初期のアメリカ人教師とその夫人たち（１８７９年）

沿革写真（１００―０４０）

左から、カッター、ホィーラー、ペンハロー夫人、ペンハロー、ホィーラー夫人、ブルックス、
ピーボディ。
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Ⅰ―７ 札幌農学校第２期生の初年級第２学期成績表（１８７８年）

札幌農学校簿書（札農／２０１６／０８７１）

廣井勇は１７人中１１位の成績。幾何学・化学・農学・図学・英語学すべてにわたり平均的な点数。

Ⅰ―８ 札幌農学校３年級の学生たち（１８７９年１０月２８日）

宮部金吾旧蔵写真（０４７４_０１）／植物園蔵

後列左から、廣井勇、藤田九三郎、宮部金吾、足立元太郎。前列左から、太田稲造（新渡戸稲造）、
内村鑑三、佐久間信恭、高木玉太郎。

資料見学会「廣井 勇」
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Ⅰ―９ 廣井勇が受講したＷ．Ｐ．ブルックス講義「農学２」（１８８０年）

受講ノート（００２４）

Ⅰ―１０ 高知出身者の札幌農学校生たち（１８７９年ころ）

沿革写真（百年史編纂０７７）

札幌農学校の高知出身者。左から内田瀞、廣井勇、１人おいて、田内捨六、黒岩四方之進。廣井
以外は第１期生。
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Ⅰ―１１ 廣井勇が受講したＷ．Ｐ．ブルックス講義「牧畜学」（１８８０年）

受講ノート（００２６）

Ⅰ―１２ 札幌農学校キリスト信徒たち（１８８０年）

沿革写真（１００―１４０）

３列目左から、渡瀬寅次郎、黒岩四方之進、佐藤昌介、内村鑑三。２列目左から、山下敬太郎、
廣井勇、高木玉太郎、出田晴太郎、小野琢磨、大島正健、佐久間信恭、藤田九三郎。前列左から、
中島信之、太田稲造、柳本通義、伊藤一隆、内田瀞、宮部金吾、田内捨六、足立元太郎。
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Ⅰ―１３ 廣井勇が受講したＷ．Ｐ．ブルックス講義「農学３」（１８８１年）

受講ノート（００２５）

Ⅰ―１４ Plan of the Sapporo Agri College Garden & Arboretum（１８８０年４月）

沿革刊行物

札幌農学校花園・樹木園計画図。札幌農学校在学時の廣井勇が作成し、農学校が刊行した報告書
に掲載された。
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Ⅰ―１５ 廣井勇が受講したＣ．Ｈ．ピーボディ講義「土木学」（１８８１年）

受講ノート（００２７）

札幌農学校は農学専門の高等教育機関であったが、Ｗ．ホィーラー、Ｃ．Ｈ．ピーボディらが工学
分野の講義を行なった。

Ⅰ―１６ 廣井勇が受講したＷ．Ｐ．ブルックス講義「獣医学」（１８８１年）

受講ノート（００２８）
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Ⅰ―１７ 札幌農学校第２期生の４年級成績表（１８８１年）

札幌農学校簿書（札農／２０１６／０８７１）

卒業年の４年級には１２人中３番目の席次となった。どの学科も満遍なく高得点を取り、特に土木
学は高得点。

Ⅰ―１８ 札幌農学校第２期生卒業記念（１８８１年７月）

沿革写真（１００―０５０）

後列左から足立元太郎、太田稲造、内村鑑三、鶴崎粂一、藤田九三郎、南鷹次郎、廣井勇、岩崎
行親。前列左から町村金弥、諏訪鹿三、ピーボディ、ブルックス、カッター、宮部金吾、高木玉
太郎。
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Ⅱ．アメリカ・ドイツ留学

Ⅱ―１ 宮部金吾宛て廣井勇書簡（１８８２年１月３０日）

宮部金吾旧蔵書簡（廣井勇００２）

札幌農学校は卒業後に５年間、開拓使に奉職する服務規定があった。開拓使廃止（１８８２年１月）
に伴い、この奉職義務が解除されることを、廣井は期待している。

Ⅱ―２ 宮部金吾宛て廣井勇書簡（１８８２年６月２５日）

宮部金吾旧蔵書簡（廣井勇００３）

奉職義務期間、廣井は、官営幌内鉄道の建設工事に従事した。石狩河畔での仕事の様子を記して
いる。

資料見学会「廣井 勇」
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Ⅱ―３ 宮部金吾宛て廣井勇書簡（１８８７年１月２０日）

宮部金吾旧蔵書簡（廣井勇００５）

エッジムーア・ブリッジ会社の技術者となり、鉄橋設計に従事している。

Ⅱ―４ 廣井勇・太田稲造の助教採用とドイツ留学上請（１８８７年１月）

札幌農学校簿書（札農／２０１６／０２７１）

同期の太田稲造と共に、札幌農学校助教採用の上で３年間のドイツ留学を命ぜられた。帰国後の
教授就任を前提としている。
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Ⅱ―５ 廣井勇留学心得訓令（１８８７年３月３日）

札幌農学校簿書（札農／２０１６／０２７１）

ドイツ・ベルリン大学等で土木工学・物理学・数学を修めるよう命ぜられた。

Ⅱ―６ 札幌農学校教職員叙任等通知（１８８７年３月２３日）

札幌農学校簿書（札農／２０１６／０３０１）

佐藤昌介教授・幹事の下、卒業生を中心に教員陣に編成した。第１期生大島正健、第２期生廣井
勇、太田稲造、南鷹次郎など。
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Ⅱ―７ 宮部金吾宛て廣井勇書簡（１８８７年４月１４日）

宮部金吾旧蔵書簡（廣井勇００７）

エッジムーア・ブリッジ会社を辞し、ドイツ留学へ出発する。

Ⅱ―８ 宮部金吾宛て廣井勇書簡（１８８８年３月１１日）

宮部金吾旧蔵書簡（廣井勇００９）

札幌農学校教授に就任した第１期生佐藤昌介の学校改革に賛意を示し、“Sapporo Polytechnic In-
stitute”（「札幌技術専門大学」といった意味）とすべきことを提唱している。
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Ⅱ―９ 宮部金吾宛て廣井勇書簡（１８８８年４月１５日）

宮部金吾旧蔵書簡（廣井勇０１０）

Doctor（博士）の学位を取得するには費用が掛かるのでドイツでは取らないと記している。廣井
は代わりに、Bauingeniur（土木技術者）の資格を取得する。

Ⅱ―１０ 廣井勇帰国訓令（１８８８年１０月）

札幌農学校簿書（札農／２０１６／０３４９）

留学期間を短縮し、１８８９年８月に帰国するようにとの命令。札幌農学校では、「工学科」新設に
より、工学を専門的に講義できる教員が必要となった。

資料見学会「廣井 勇」
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Ⅲ．札幌農学校教授として

Ⅲ―１ 廣井勇肖像（１８９０年）

沿革写真（大島正健関係資料０１１５）

札幌農学校教授兼北海道庁技師の時代。

Ⅲ―２ 校名改正上申（１８９１年２月２１日）

札幌農学校簿書（札農／２０１６／０８９２）

杉文三工学科教授と連名で、校名を「札幌農工学校」に改称することを提案した。結局改称は見
送られた。
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Ⅲ―３ 工学科第１期生卒業記念（１８９１年７月）

沿革写真（１００―０７６）

前列左から３番目に廣井勇教授、右から２番目に杉文三教授。２列目左端が工学科第１期生平野
他喜松、３列目左端が同じく岡�文吉。

Ⅲ―４ 札幌農学校教授時代の廣井勇（１８９６年ころ）

沿革写真（北大人物Ｂ―６）

北海道庁技師として函館港改良工事を担当していたころ。
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Ⅲ―５ 高木玉太郎宛て新渡戸稲造書簡（１８９７年４月１日）

沿革資料（扁額）

高木玉太郎（神戸・住友樟脳製造場勤務）に宛てた手紙の中で、函館から廣井勇と同道して札幌
に帰着した旨を伝えている。第２期生が互いに消息を連絡し合っている。当時、廣井は函館港改
良工事を担当していた。

Ⅲ―６ “札幌専門学者会”の会員たち（豊平館にて、１８９７年４月）

宮部金吾旧蔵写真（０４７４_１０）／植物園蔵

前列左端に廣井勇。佐藤昌介（前列右３番目）、新渡戸稲造（前列右５番目）といった初期の卒
業生や、成田軍平（第１４期：１８９６年卒業、４列目右端）ら新卒業生の顔も見受けられる（撮影者
は第７期生の藤村信吉）。
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Ⅲ―７ 廣井勇辞職願（１８９７年７月７日）

札幌農学校簿書（札農／２０１６／０５５５）

教授就任後間もなく、北海道庁技師を兼任することとなった。工学科生が全員卒業したこと、築
港工事等の技師の仕事が繁忙であることを理由に教授辞職を申し出た。

Ⅳ．廣井勇アラカルト

Ⅳ―１ 札幌農学校第１、２期生受洗５０年記念（１９２８年６月２日）

沿革写真（大島正健関係資料０１２２）

初期札幌農学校生に洗礼を授けたＭ．Ｃ．ハリスの墓前（東京・青山霊園）。左から第２期生内村
鑑三、廣井勇、新渡戸稲造、第１期生大島正健、伊藤一隆。

資料見学会「廣井 勇」
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Ⅳ―２ 札幌農学校第１、２期生受洗５０年記念（１９２８年６月２日）

沿革写真（大島正健関係資料０１２３）

後列左から、伊藤一隆、大島正健。前列左から、廣井勇、内村鑑三、新渡戸稲造。

Ⅳ―３ 同級生宮部金吾による追悼（１９２８年１２月）

沿革刊行物

１９２８年１０月１日、廣井勇は東京市牛込の自宅にて逝
去した。『札幌同窓会第五十回報告』には、１８７４年
東京外国語学校以来の知友であった宮部金吾が、「君
の如き学界の偉人を我同窓中より出したことは我々
の名誉であり又誇りである」と、１６ページにわたる
追悼文をよせた。
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